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令和５年度スクールガード配置事業実施結果 

 

    スクールガード配置状況一覧表（令和５年１月 31日現在） 

学校名 

人数（人） 
合計活動時間 

（４月～１月分） 

月平均活動時間 

（１人あたり） 
備考 

Ｒ５ 
前年 

度比 

盛小学校 ４ ▲２ 215時間 15分 ５時間 22分 １人謝金辞退 

大船渡小学校 ４ － 1234時間 00分 30時間 51分  

末崎小学校 ３ － 213時間 30分 ７時間 07分  

赤崎小学校 ２ － 674時間 00分 33時間 42分  

猪川小学校 １ － 183時間 00分 18時間 18分  

立根小学校 ２ － 604時間 30分 30時間 12分  

日頃市小学校 ３ ２ 591時間 30分 19時間 43分  

大船渡北小学校 ５ １ 750時間 00分 15時間 00分  

綾里小学校 ３ － 593時間 15分 19時間 46分  

越喜来小学校 ０ － － －  

吉浜小学校 10 ３ 182時間 45分 １時間 49分 １人謝金辞退 

第一中学校 ０ － － －  

大船渡中学校 ３ － 133時間 45分 11時間 09分 10月から活動開始 

末崎中学校 ０ － － －  

東朋中学校 ０ － － －  

合   計 40 ４ 5375時間 30分 13時間 26分  

 

スクールガード：11校に 40人配置 

 ① 引 率 型：盛小４人、大船渡小４人、末崎小２人、大船渡北小５人、綾里小３人、 

吉浜小 10人 

② 通学路巡回型：末崎小１人、赤崎小１人、猪川小１人、立根小２人、日頃市小３人、 

         大船渡中３人 

③ スクールバス添乗型：赤崎小１人 

 

 

 

 

 

 

１ 令和５年度スクールガード配置事業実施結果 
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スクールガード実施状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 大船渡小学校 

   引率型スクールガード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 赤崎小学校 

   添乗型スクールガード 
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１ アンケート集計結果（スクールガード） 

   調査対象者：スクールガード（40人） 

   回 収 率：92.5%（37人） 

 

 

Ｑ１ ＳＧ活動は生きがいや楽しみか     Ｑ２ ＳＧ活動によって知り合いが増えたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３ 地域ぐるみでの活動は必要か      Ｑ４ 来年度以降もＳＧ活動の継続を望むか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思う（15人）
40.6%

どちらかといえば

そう思う（18人）
48.6%

どちらかといえ

ばそう思わない

（3人）8.1%

思わない（1人）
2.7%

そう思う（19人）
51.4%

どちらかといえ

ばそう思う

（9人）24.3%

どちらかといえば

そう思わない

（5人）13.5%

思わない（4人）
10.8%

そう思う（31人）
83.8%

どちらかといえば

そう思う（4人）
10.8%

どちらかといえば

そう思わない

（2人）5.4%

続ける（22人）
59.5%

まだわからない

（14人）37.8%

続けない

（1人）2.7%

ＳＧ活動が生きがいや楽しみとなっていると答えた方が 89.2％（昨年度 82.3%）であり、

自由記載においても、楽しみながら責任感をもって活動している様子がうかがえる。 

ＳＧを「続ける」と答えた方は 59.5％（昨年度 45.5％）となり、昨年度と比較して増加

したが、「まだわからない」と答えた方も約４割いることから、いかに「まだわからない」と

答えた方に続けてもらうかが今後の事業継続を左右する。 

今年度、新規ＳＧ登録者は 10人で、現役世代（新規ＳＧ登録者の平均年齢：51.3歳、そ

の他ＳＧの平均年齢：69.5歳）のＳＧを確保できたことが成果だ。今後も、地域住民や保護

者等の幅広い参画を今後も求めていく必要がある。 

思わない 

（0人）0.0% 

２ 令和５年度スクールガード配置事業アンケート集計結果 
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Ｑ５ 自由記載 抜粋 

  【あいさつについて】 

   ・朝のあいさつを元気よくするので、生き生きと感じるし、とても良くなったと思い 

    ます。（赤小） 

   ・あいさつを返してくれる子ども、話しかけてくれる子どもが多くなった。（猪小） 

   ・あいさつはよくするが、こちらから声をかけてからの方が多いと思う。（日小） 

   ・自分の方から先にあいさつしようとする様子が多く見られるようになった。表情や

声に明るさや張りを感じるようになった。こちらの存在に慣れてくれているようで

嬉しく思う。（綾小） 

  

  【登下校の様子】 

   ・小学１年生は、日々、行動がどんどん激しくなり、活発な毎日を送っています。Ｓ

Ｇが注意してもなかなか言うことを聞きませんが、毎日、細心の注意を払っていま

す。１人１人が個性的でかわいいです。ＳＧに生きがいを感じております。（大小） 

   ・集団を意識して行動できるように成長しており、リーダーの指示を素直も聞けるよ

うになってきたが、登校班によって、きちんと列をつくって歩ける班とそうでない

班の差が大きい。（末小） 

   ・子どもたちは、横断歩道を渡る前に一旦止まって安全確認をしています。私は自分

の目での安全確認が大事ということ伝えています。キラキラした目で元気よくあい

さつする姿がとてもかわいいです。（北小） 

   ・話しや遊びに夢中になって道路にとびだすこともある（低学年）。もしＳＧがつい

ていなかったらと考えると怖いです。毎朝一緒に学校に行くので、名前で呼んでく

れたり、大人も仲良くなって楽しいです。（吉小） 

   ・通学路巡回型の見守りを実施しております。冬期間の下校時は暗く、車の迎えも多

く感じます。市街地は車や人通りも多く、商店や外灯などの明かりもありますが、

主要道以外の県道・市道等枝葉の道路は外灯も少なく、少人数あるいは１人での帰

途に心して巡回しております。生徒数の減少なのか、寒い時期でもあるのか、以前

見られた数名での立ち話もなく、特に心配と思われる行動は見かけません。（大中） 

 

  【良かったこと】 

   ・子どもたちがよく挨拶してくれるようになり、学校外でも「スクールガード」のお

じさんと言って声をかけてくれてます。また、活動を通じて親子さんたちの顔も知

ることができた。（大小） 

   ・地域のちょっとした変化に気づき、こちらに伝えたりする子もいる。（綾小） 

   ・学校内外の児童たちの活動の様子を知ることができ、その中で成長の様子を感じら

れる。（吉小） 

   ・日々の子どもの様子や体調面など、話の中から子どもたちの現状を知る機会になっ

ていると思います。危険な部分などいち早く気づけるのは大事。（吉小） 

   ・特に低学年にとって体力の強化につながっている。忍耐力が身につき、簡単にあき

らめることが少なくなったように感じる。（吉小） 



5 

 

２ アンケート結果（スクールガード配置校の児童・生徒の保護者） 

  調査対象者：スクールガード配置校の児童・生徒の保護者（1,390人） 

  回 収 率：92.5%（1,167人/1,390人） 

        ※ 1,167人は延べ人数のため、実質 922家族からの回答 

 

  

Ｑ１ お子さんが通う学校にＳＧが配置されていることを知っているか 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２ ＳＧの配置により、登下校時の安全が保たれていると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている（884人）
95.8%

知らない（30人）
3.3 %

無回答（8人）
0.9 %

校名 
知っている 知らない 無回答 計 

人 % 人 % 人 % 人 

盛小 82 97.6 2 2.4 0 0.0 84 

大小 82 98.8 0 0.0 1 1.2 83 

末小 91 96.8 3 3.2 0 0.0 94 

赤小 67 89.3 7 9.3 1 1.3 75 

猪小 150 97.4 4 2.6 0 0.0 154 

立小 130 94.9 4 2.9 3 1.3 137 

日小 37 100.0 0 0.0 0 0.0 37 

北小 75 100.0 0 0.0 0 2.2 75 

綾小 42 95.5 0 0.0 2 0.0 44 

吉小 30 100.0 0 0.0 0 4.5 30 

大中 98 89.9 10 9.2 1 0.9 109 

計 884 95.8 30 3.3 8 0.9 922 

 

「知らない」と答えた保護者は、主に赤崎小学校と大船渡中学校である。赤崎小学校について

は、２人のスクールガードのうち１人がスクールバス添乗型であることから、保護者の目に触れ

にくいことが考えられる。大船渡中学校については、10月開始であることと、活動時間が部活動

終了後の夜間であることで、目立ちにくいということが考えられる。 

回答 人 % 

そう思う 627 68.0 

どちらかといえばそう思う 227 24.6 

どちらかといえば思わない 23 2.5 

思わない 8 0.9 

わからない 32 3.5 

無回答 5 0.5 

計 922 100.0 
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Ｑ３ ＳＧ活動の継続を希望するか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４ お子さんが通う学校で必要だと思うＳＧ活動は何か（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 人 % 

そう思う 647 70.2 

どちらかといえばそう思う 229 24.8 

どちらかといえば思わない 12 1.3 

思わない 7 0.8 

わからない 25 2.7 

無回答 2 0.2 

計 922 100.0 

 

回答者の 95%（昨年度 95%）が今後も事業継続を求めているが、何かあった際に動ける体力

のあるＳＧの増員を求める声、熊の出没が多発していることから、児童・生徒だけでなくＳＧ

の身を案じる声が例年よりも多かった。 

「わからない」と回答した方は、Ｑ１でＳＧの配置について認知しておらず、Ｑ２で登下校

の安全が確保できているか「わからない」と答えた方が多かった。 

（%） 

「交通量の多い道での安全監視」

が多く、どの学校でも、朝、通勤によ

り交通量が多くなることや、通学路

でスピードを出す車が気になるとい

う声が多かった。 

その他、「熊」、「登校班への付き添

い」、「人目が少ない道の見守り」、「あ

いさつ習慣」、「地域交流」等を望む

声があった。 

回答 回答数 % 順位 

交差点での安全監視 683 74.1 ２ 

交通量の多い道での安全監視 767 83.2 １ 

不審者の見回り 661 71.7 ３ 

通学路の点検 76 8.2 ５ 

スクールバス乗降時の見守り 267 29.0 ４ 

その他 24 2.6 ６ 

回答総数 2478 － － 

※ （回答数）/（回答人数 922人）の割合 
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Ｑ５ 自由記載 抜粋 

  【良かったこと】 

   ・熊対策で、鈴をつけているＳＧさんを見かけました。見ている側もすごく安心し

ます。明るく元気の良い方ばかりで、本当に頼もしいです。（盛小） 

   ・よく子どもたちのことを見ていてくださり、挨拶してくださるのはもちろん、草

むしりやゴミひろいなど環境美化に努めて下さり、いつもピカピカの通学路で

す！（盛小） 

   ・働く親が多くいるなかで、地域の方々がこうしてサポートしてくれるととても助

かります。笑顔であいさつを交わしている姿を見ると優しい方々だなと思いま

す。（大小） 

   ・子どもたちが毎日「新道路」を通学できるのはＳＧさんのおかげです。安全に学

校に通えるよう優しく見守りながら、交通指導していただき、本当に感謝です。

（末小） 

   ・横断歩道を渡る際、子どもたちの判断では心配なので、誘導があり、助かりま

す。（赤小） 

   ・通学路での安全確認はもちろん、学校以外での挨拶する機会にもなり、保護者と

してとてもありがたく思っています。（猪小） 

   ・最近では不審者の他にも熊の出没等もあり、交通以外の心配事も増える中で、Ｓ

Ｇの活動は親としてとてもありがたいです。（立小） 

   ・ＳＧが増員され、安心して登校させることができます。（日小） 

   ・ＳＧさんと話をしながら帰ってきてくれたことがあり、とてもありがたく感じま

した。将来子育てが一段落ついた時は、ＳＧをしたいと思っています。（北小） 

   ・ＳＧの方が登下校にいるだけで、運転手が「子どもが歩いている」、「もしかして

飛びだしてくるかも」と意識をして、安全運転につながると思います。（北小） 

   ・子どもが地域の方と少しでも交流できるので、コミュニケーションをとる習慣に

もなって、とてもありがたいです。（綾小） 

   ・冬場はとくに日没も早く、校舎や外灯の明るさも皆無のなか、真っ暗の中を歩い

てくる子どもたち。近くの駐車場までずっと真っ暗。かと言って、校舎の方へは

車の乗り入れは禁止と言われる。そんな中、校門わきで毎日立ち、見守って下さ

るＳＧさんの存在の心強さといったら…！！本当にありがたいです。（大中） 

   ・ＳＧさんのおかげで安全に登下校ができ、感謝しております。時々、子どもが

「今日スクールガードさんと話した。声を掛けてくれて嬉しかった」と話してい

ます。安全のみならず、見守ってくださる存在として、子どもたちを支えて下さ

り、心の安定も保たれているのでは、と感じます。（大中） 

 

  【要望】 

  ・注意の仕方、言い方がもう少し優しくしてもらいたい。特に１年生に対しては、あ

たたかく声がけすべきではないでしょうか。歩くスピードも子どもにあわせてほし

い。（大小） 

  ・車でゆっくり見回りをしていますが、意味はあるのでしょうか。いざという時に対
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応できないと思います。30㎞制限の道を 15～20㎞くらいで走るのは他の車にも迷

惑をかけるので、子どもたちが通る危険な道やクマが出没する可能性がある場所を

監視していただくと、より安全だと思います。これからの活動もどうぞ気をつけ

て、安全にお願いします。（立小） 

  ・ＳＧは必要だとは思いますが、ある程度の若さがないといざ危険が迫った時の迅速

な対応が難しくなると思います。子どもたちの方が走ると速い、頭が回るでは本末

転倒だと思って見ています。 

  ・朝は比較的、周りの目がありますが、夕方や冬の下校時の暗くなった時に見守って 

くれるＳＧさんが増えてくれるといいなと思います。（盛小） 

  ・永浜・大立地区は、歩く距離が長く、交通量も多い道が通学路ですが、ＳＧが配置 

されていません。永浜・大立地区にもＳＧがいれば安心なのですが…。（赤小） 

  ・毎日の見守りってすごいことだと思います。感謝を伝える場、交流する場がもっと 

あったらいいなと思います。（猪小） 

   ・１人で下校する際、途中まで一緒に歩いてきてくださるのでとても安心です。とば

してくる車が多いので交差点や横断歩道にはＳＧさんがいてくれた方が良いです。

（綾小） 

  ・ＳＧの募集を地域全体にすべきだと思う。保護者はほとんどの人が仕事をしていて 

ＳＧにつくことが厳しい。熊出没が多い地域は特に人数を増やすなど対策強化して 

ほしい！！（吉小） 
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令和５年度学校支援事業実施結果 

 

地域コーディネーター配置状況一覧表【令和５年１月 31日現在】 

        （単位：人） 

学校名 

地域コーディ

ネーター 合計活動時間 

（４～１月分） 
月平均活動時間 備考 

Ｒ５ 
前年 

度比 

盛小学校 １ １ ７時間 00分 ０時間 42分  

大船渡小学校 １ １ 18時間 00分 １時間 48分  

末崎小学校 １ － ３時間 30分 ０時間 21分  

赤崎小学校 １ － 10時間 00分 １時間 00分  

猪川小学校 ０ － － －  

立根小学校 １ － ５時間 45分 ０時間 34分  

日頃市小学校 １ － 25時間 15分 ２時間 31分  

大船渡北小学校 １ － ６時間 00分 ０時間 51分 ７月から活動開始 

綾里小学校 １ １ ２時間 00分 ０時間 12分  

越喜来小学校 １ １ 19時間 45分 １時間 58分  

吉浜小学校 １ － １時間 00分 ０時間 06分  

第一中学校 ０ － － －  

大船渡中学校 ０ － － －  

末崎中学校 ０ － － －  

東朋中学校 １ － ４時間 00分 ０時間 24分  

生涯学習課 １ － 13時間 00分 １時間 18分  

合   計 12 ４ 115時間 15分 ０時間 57分  

 

地域コーディネーター：11校に９人配置、生涯学習課に１人配置 

 配置校：盛小、大船渡小、末崎小、赤崎小、立根小、日頃市小、大船渡北小、綾里小、 

越喜来小、吉浜小、東朋中 

       ※ 複数校を兼務する地域コーディネーターがいるため、総数と異なる。 

     ※ 地域コーディネーター登録者数：９人 

 

 

 

 

 

２ 令和５年度学校支援事業実施結果 
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地域ボランティア配置状況一覧表【令和５年１月 31日現在】 

          （単位：人） 

学校名 

図書支援ボ

ランティア 

金管支援ボ

ランティア 合計活動時間 

（４～１月分） 

月平均活動時間 

（１人あたり） 
備考 

Ｒ５ 
前年 

度比 
Ｒ５ 

前年

度比 

盛小学校 １ － ２ － 87時間 00分 ２時間 54分 ２人謝金辞退 

大船渡小学校 ２ － ０ － 23時間 30分 １時間 10分  

末崎小学校 ０ － ０ － － －  

赤崎小学校 ２ － ０ － 97時間 45分 ４時間 53分  

猪川小学校 ４ － ０ － 269時間 00分 ６時間 43分  

立根小学校 ２ １ ０ － 192時間 30分 ９時間 37分  

日頃市小学校 ２ ２ ０ － 14時間 00分 １時間 24分 ９月から活動開始 

大船渡北小学校 ４ － ０ － 520時間 15分 13時間 01分  

綾里小学校 ３ ３ ０ － 446時間 00分 14時間 52分  

越喜来小学校 ２ － ０ － 134時間 45分 ６時間 44分 １人謝金辞退 

吉浜小学校 １ － ０ － 91時間 15分 ９時間 07分  

第一中学校 ４ － ０ － 240時間 45分 ６時間 01分  

大船渡中学校 ４ － ０ － 301時間 00分 ７時間 31分  

末崎中学校 ３ － ０ － 251時間 30分 ８時間 22分  

東朋中学校 ２ － ０ － 42時間 30分 ２時間 07分  

合   計 36 ６ ２ － 2711時間 45分 ７時間 31分  

 

地域ボランティア 

① 図書支援活動地域ボランティア：14校に 15人配置 

配置校：盛小１人、大船渡小２人、赤崎小２人、猪川小４人、立根小２人、 

日頃市小２人、大船渡北小４人、綾里小３人、越喜来小２人、吉浜小１人、 

第一中４人、大船渡中４人、末崎中３人、東朋中２人 

※ 複数校兼務するボランティアがいるため、総数と異なる。 

 

 ② 金管支援活動地域ボランティア：盛小に２人配置 
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令和５年度大船渡市学校支援事業 

「地域コーディネーター交流会（第２回）」実施結果 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

  大船渡市の地域学校協働本部事業実施にあたり、各校で活動している地域コーディネータ

ー（以下、「地域Ｃ」という。）が、各校での取組・課題について情報共有することで、市内

のネットワークの構築及び地域学校協働活動のより一層の充実を図る。 

 

２ 内  容 

「令和５年度の活動の所感」について１人ずつ発表した。 

 

  【令和５年度の所感】抜粋 

・令和５年度は公民館との繋がりを持てたことが成果だ。サポートの輪が広まったのは

「昔遊び」。ひころいち町まちづくり推進委員会の主事が協力的で、竹とんぼを１年生

全員分作ってくれた。「糸のこ」授業の際、地域の大工さんを呼んだ。自分が教員時代

にはこんな指導はできなかったと思い、地域の力を感じた。（日小） 

・「椿学習」などの学習をサポートした。また、総合・生活・特別活動の時間を整理し、

学校にどんな学習をしたいのか投げかけながら「学校が地域にある」という意識付けを

した。地域にとって、学校行事に関わることはハードルが高いようなので、上手く繋げ

ていきたい。子どもたちも色んな方々との交流を楽しみにしている。（大小・北小） 

  ・学校の要望に応えてくれるボランティアの名簿を作成し、学校に提供した。また、用務

員さんだけではグラウンド周辺の草刈りが大変なので、地域の方に手伝ってもらった。

正直、令和５年度は何もできないまま過ぎた印象。（末小） 

  ・自分は週に１回学校に行き、学校の要望を聞いているが、それを他の地域が目標にする

ことはないと思う。それぞれの地域に目標があって、それを淡々とやるべき。自分は学

校と子どもたちの橋渡しで、学校に困ったことがあったら、ジャマにならないように

陰でコソっと動きたい。（越小） 

・自分の地域は「学校は地域とともに」という意識が強く、既に、この時期はこの人、こ

の行事はこの人に頼む…という具合に、学校支援の土壌ができている。令和６年度は、学

校行事にできるだけ参加することが目標だ。子どもや地域の方々と会話し、写真を撮る

などボランティアもしたい。（綾小） 

 

② 令和５年度の所感を発表後は、フリートークの時間とした。 

日 時  令和６年２月 15日（木） 午後２時～３時 

場 所  大船渡市役所 教育委員会会議室 

参加者  地域コーディネーター：５人 

沿岸南部教育事務所 佐々木済通 氏 

 

４ 令和５年度「地域コーディネーター交流会（第２回）」実施結果 
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【地域Ｃの活動について】抜粋 

  ・ミシンの授業で１台糸がからまると、先生は直す方に集中して他の生徒の指導がおろそか 

になるため、ミシン指導の他に、機械修理のボランティアを頼まれた。（越小） 

  ・先生がやるべきこと、やらなくていいこと、それぞれある。子どもの数が減少してもや 

るべきことは増えている。授業には、効率性と１人ひとりの平等性が求められるため、 

地域の方々の協力は必要。（大小・北小） 

  ・指導の中身も変化してきている。例えば、自分だったら子どもたちに「どう本を読ませる 

か」を考えるが、先日、ある先生から「タブレットを与えれば大丈夫」と言われた。自分 

で本を読むことのメリットを整理せず、タブレットをただ与えることが教育なのか。地域 

を支えていく大人に成長できるのか疑問に思う。（大小・北小） 

  ・学校との関係が近く、自然な形で学校に入れるのがベストだと思う。（綾小） 

・仕事はどんどん人に振っていった方が良いと思う。自分は学校運営協議会長にかなり頼っ 

ている。自分が人を知っていなくても会長が知っているため、依頼する前に会長からその 

人に一声をかけてもらったりする。（日小） 

  ・３月にバスを借りて６年生だけを対象に遠足に行くことになった。これは、小学６年生の

子たちが自分たちで頼んできたことだ。子どもたちの「やりたい」を実現することが１番

大事なことだと思う。（越小） 

  ・コミュニティ・スクールに係る研修会に参加すると、他自治体の素晴らしい実践例が発表

される。資料には「学校の応援団」と書かれており、何か積極的にやっていかなければい

けないという印象を受けてしまうが、自分は仕事ではなく、地域への恩返しとしてやって

いる。（末小） 

  ・自分達ができることをできる範囲で、学校の求めに応じて肩肘張らずに活動していくの 

が１番だと考える。（大小・北小） 

【まとめ】  

活動が２年目の地域Ｃと１年目の地域Ｃがおり、活動をとおして、自分なりのパターン（学校

に行く時間、困った時の相談相手、活動内容等）が確立してきた地域Ｃもいた。他自治体の実践

例と比較し、あまり活動できなかったと自らを評価する地域Ｃもいたが、地域それぞれに特色が

あり、人材も異なるため、一概に「活動時間＝成果」とは評価できない。 

令和５年度、大船渡市全体としては、地域Ｃが連絡調整等行いながら、地域の方に講師やボラ

ンティアとして授業の補助をしてもらう例が多く見られた。令和４年度と比較しても、地域Ｃと

多くの地域の方々の協力により、市内の地域学校協働活動が推進されたと言える。 

今後も、地域Ｃと地域住民の活動により、継続的に地域全体で子ども達の成長を支えられるこ

とが期待される。 

 

【令和５年度地域Ｃ業務内容（抜粋）】 

※ ボランティア募集チラシ・名簿作成、水生生物調査・調理実習・裁縫実習・昔遊びボラン

ティアとの連絡調整、ミシン学習の補助、町あるき打合せ、小学校 150周年記念行事打合せ、

郷土学習講師との打合せ、ジャガイモたね植え、サツマイモ収穫等の畑作業の打合せ、潮目

見学打合せ、サロン開設 等 
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３ アンケート結果 

  Ｑ１ 活動は生きがいや楽しみか    Ｑ２ 業務量は多いか  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 Ｑ３ 自由記載 

   ・ザックバランな意見交換で雰囲気がとても良く、活発な交流会になったと思う。 

   ・各学校の様子が聞けて良かったです。実際の活動も見てみたいです。 

   ・お互いに日常的に感じていることをざっくばらんに話し合えて良かった。難しいことを 

言わないで、やわらかく、やわらかく…をこれからも大切にしていきたい。 

   ・多くの学校に参加してほしい。多くの意見を聞きたい。 

   ・雑談で良い。地域がまとまっている所は羨ましい。 

 

４ 実施状況写真 

 

 

 

そう思う

（１人）

20%

どちらかといえば

そう思う（１人）

20%

どちらかといえば

そう思わない

（２人）40%

思わない

（１人）

20%

多い0%

少し多い0%
丁度良い

（１人）

33％

すこし少な

い（１人）

33%

少ない（１人）

33%

その他の回答

・「不明」１人

・「感じたことは

ない」１人
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令和５年度大船渡市学校支援事業 

「図書支援活動地域ボランティア研修会」実施結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨   

大船渡市の地域学校協働本部事業実施にあたり、図書支援活動地域ボランティアが専門

知識を学ぶことにより、学校支援活動の充実を図る。 

 

２ 内  容   

⑴ 講演及び実演 

大船渡市立図書館にある本を紹介しながら「蔵書を生かした図書展示のつくりかた」

について講演及び実演した。 

・牛乳パックや箱を利用した「ミニ展示」や「配架の仕方」 

・本の表紙の面出しや季節に合わせた図書室の装飾による「図書室への促し方」 

・優れた「ブックリストの紹介」 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 情報交流 

  日頃の「業務内容」、「業務の課題」、「解決策」について、ボランティア同士で話した。

ボランティア１、２年目の方も数人参加し、講師やベテランのボランティアからアドバ

イスを受ける場面が多く見られた。時間が経つにつれ、図書室内を見学するなど、自由

に情報交流した。 

日 時  令和５年 11月 20日（月） 午後１時 30分～３時 30分 

場 所  大船渡市立越喜来小学校 図書室 

テーマ  ～児童・生徒に本を繋ぐ～ 

講 師  大船渡市立図書館 司書 中井 佳織 氏 

参加者  図書支援活動地域ボランティア：10人 

図書担当教諭：１人 

 

講師 中井 氏 

スペースがなくても 

５～７冊あれば 

ミニ展示ができます 

５ 令和５年度「図書支援活動地域ボランティア研修会」実施結果 
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３ アンケート結果 

   調査対象者：研修会参加者（11人） 

   回 収 率：90.9％（10人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３ 研修会への意見や感想（自由記載）※一部抜粋 

  ・他の学校で活動をされている方々と交流できるのは、とても有意義でした。 

  ・これまでの自分の選書の仕方に加え、ブックリストを参考にすることや、テーマから

キーワードを広げていく方法など、具体的な展示のヒントが得られたので、今後の活

動に本当に参考になる研修会でした。ありがとうございました。 

  ・他校の図書室を見学し、共により良い活動ができるような研修会も良いですね。（今

回のように。） 

  ・他の学校の図書室を見られて、並べ方、牛乳パックの活用など、参考にしたいと思い

ました。 

  ・自分自身の読書量が少ないので、選書の際に不安でしたが、今回、中井さんにそうい

う本も紹介していただき大変参考になりました。できれば、自分でも実際に多くの本

に触れ、内容を分かったうえで、子どもたちに勧めていけたらなと思いました。 

①大変有意

義だった

（６人）60%

②有意義だった

（４人）40%

Ｑ1 研修会の評価

①大変有意義だった

②有意義だった

③あまり有意義でな

かった

④有意義でなかった

①活用できる

（９人）90%

②一部活用できる

（１人）10%

Ｑ２ 研修会の内容は、活用できるか

①活用できる

②一部活用できる

③どちらかといえば

活用できない

④活用できない

  今回の研修会では、はじめて図書担当教諭も参加し、情報交流の時間を多めに割いたこと

で、より参加者同士での各学校の状況等の情報共有が図られた。 

  研修会に参加した全員が、「大変有意義であった」、「有意義であった」、「今後の活動に

活用できる」、「一部活用できる」と回答した。 

「良書でも古い本は

廃棄するべきか？」 
 

「本の廃棄前に、必

要な作業はある

か？」 etc. 

「子どもが読みたい

本と先生が読ませた

い本は違う…」 
 

「他校だと選書はど

うしているか？」                  
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  ・初めて研修会に参加しました。図書ボランティアさんと交流できたことがとても有意

義でした。いつも助けていただいている図書ボランティアの方々とたくさんお話しで

きて嬉しかったです。 

 

Ｑ４ 研修会の内容に限らず、意見等（自由記載）※一部抜粋 

  ・図書ボランティアを希望する学校が、何を図書ボランティアに求めるのかを明確にし

てくださるとありがたいです。 

  ・図書ボランティアを始めて間もないので、耳を傾むけることでいっぱいでした。先生

方の考え方も色々あると思いますが、個人的には、一度、司書の方から見た日頃市小

学校の図書室のまとめ方を提言してほしい。 

  ・今回、越喜来小学校の図書担当の先生が参加してくれました。図書ボランティアの研

修会に学校の先生も可能であれば参加してほしいと思っています。 

  ・こういった研修会をしていただけるので、図書のことをお任せできるのだと思いまし

た。これからもたくさん頼りにしています。ご自身も忙しい中、学校に来てくださっ

ている皆さんに感謝です。 

 

４ 越喜来小学校での工夫 

 

図書室の装飾 

壊れた本の 

救急箱 

保健室前の棚 
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令和５年度学校運営協議会と地域学校協働活動の推進状況 

  

１ 学校運営協議会の設置・運営 

  【実績】今年度開催された学校運営協議会（２月末現在） 

№ 学校名 開催回数 № 学校名 開催回数 

１ 盛小学校 ２ ９ 綾里小学校 ３ 

２ 大船渡小学校 ３ 10 越喜来小学校 ２ 

３ 末崎小学校 ４ 11 吉浜小学校 ２ 

４ 赤崎小学校 ３ 12 第一中学校 ２ 

５ 猪川小学校 ３ 13 大船渡中学校 ４ 

６ 立根小学校 ３ 14 末崎中学校 ２ 

７ 日頃市小学校 ３ 15 東朋中学校 ３ 

８ 大船渡北小学校 ４  市内 15校 43 

 

２ 学校運営協議会において熟議の開催 

  【実績】今年度開催された熟議 

学校名 
熟議

回数 
熟議テーマ 

盛小学校 １ 盛町に残したいこと・児童に伝えたいこと 

大船渡小学校 １ 子どもたちに伝えたい地域の宝－地域のひと・もの・こと－ 

末崎小学校 ３ 子どもたちのようすについて 

猪川小学校 ２ 本校児童のよさと今後の課題、及び改善方策について 

立根小学校 ２ 
立根町の子どもたちに「誇り」と「夢」を育むために、 

私たちにできることは 

日頃市小学校 １ 振り返りアンケートより・意見交流 

大船渡北小学校 ２ 子どもたちに伝えたい地域のたから 

越喜来小学校 １ 共通認識したいこと 

第一中学校 １ 地域と中学校の関わり 実施可能な協働の機会確認 

大船渡中学校 １ 学校と地域がいっしょにやれることは 

   

３ 熟議の事例 

 ⑴ 大船渡小学校第２回学校運営協議会の熟議 

   テーマ「子どもたちに伝えたい地域の宝 －地域のひと・もの・こと－」 

  ・大船渡にはこれがあるというものを、子どもの頃に見せたり体験させたりする機会が 

多いとよい。 

  ・牡蠣の養殖体験のように、毎年継続できるものがよい。ホタテ・ホヤ・ウニ剥き等もあ

るが、保護者をもっと巻き込んでいけば良い。 

６ 令和５年度学校運営協議会と地域学校協働活動の推進事業実施結果 
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  ・担任の先生の負担になってしまうような取組になると継続していかない。その場所に

行けば、あるいは講師に来ていただければ、すぐに学習できるような取組み方が良い。 

 

⑵ 立根小学校第３回学校運営協議会の熟議 

   テーマ「立根町の子どもたちに『誇り』と『夢』を育むために、 

私たちにできることは」 

  ・創立 150 周年記念誌を見ると、夢を実現するための力を育むためには、学校での各教

科の勉強、経験、体験が大切だということがよく分かる。やってみて、やらせてみて、

失敗させるという体験をさせる時数のゆとりが今の時代にはない。失敗させられない

という先生方の事情も分かる。しかし、その中で、子どもに任せるという勇気と時間

と熱意が必要。 

・誇りをもたせるためには、子ども達に自信をもたせることが必要。そのためには、周り

の人がその子を注意深く見守り、できたら褒めなければならない。その子の目標をよ

く理解し、目標達成する過程を見守る多くの目も必要だと思う。「夢」をもつためには、

こんな人になりたいという出会いと夢中になれるような好きなことを見つけることも

大切。私たちにできることは、そのきっかけをつくること。多種多様な環境、人との出

会いも夢をもつためには必要だと考える。 

  ・まなびフェスト自己肯定感の目標は８５％だが、県では８０％。この数値は、児童の

実態を考慮して設定した。来年度は、「かかわり」を大切にしながら、目標達成させる

ための教育課程を実現していきたい。 

 

４ 令和５年度のまとめ 

 

 
【成  果】 

・学校のニーズに合わせた活動が昨年度よりもさらに増加、充実した。猪川小学校では 

復興教育の年間計画に「防災倉庫の管理者や避難所の生活を経験した方からお話をい 

ただく」「地域の方と防災グッズをつくる」等の活動をあらかじめ位置づけた。東朋中 

学校では避難所運営体験を実際に地域の方々に協力をいただいて実施した。学校と地 

域が１つとなって学校、地域のために活動する機会が増えてきたことは大きな成果で 

ある。 

【課  題】 

・今年度は全ての学校が２回以上学校運営協議会を開催することが出来た。複数回開催 

することで、年度当初に学校経営方針を確認し、それを受けての評価について具体的 

に意見交流ができた学校が多くあった。来年度は次の協議会委員の円滑な選任、より 

持続可能な活動はどうあるべきかというより先を見据えてた協議会、活動の在り方の 

検討の必要がある。 

・第一中学校では地域の活動に中学生が積極的に参加するようになってきた。このよう

に１つの場面での活動だけでなく、その活動後も自分の住む地域に興味を持ち、関わ

ろうとする児童生徒を育てていくことが課題である。 
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７ 　 地 域 学 校 協 働 活 動 に 係 る 新 聞 記 事
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